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　磁石につく寛永通宝の話をしている時、『衣川さん、Ｘ線分析をしてみましょうよ。』兵庫県
立大学工学研究科の村松康司教授。『そうですね面白そう』そんな会話から以下の分析が始まり
ました。
　７月１４日・１５日に姫路武道館で開催された『ビジネスアリーナ2010 in 兵庫』弊社も『か
てーな！！ＡＵＴＯ』を展示しましたが、兵庫県立大学のブースではこの古銭の分析結果をパネ
ル展示されました。
　磁石につく理由は鉄分が含まれていること。また、その鉄分が偏在していることによるもので
した。村松教授からのコメント『磁石に付く箇所は鉄が多く、亜鉛が少ないです。また、ひとつ
だけ黒い面が目立つ古銭がありますが、この黒色部分は硫黄のようです。』
　もう一つ知りたいことがあります。銅銭の中に、鉄がどんな形で混ざり込んでいるのかです。
鉄は硫化物や酸化物の場合ほとんど磁石につかないからです。

見学にはご予約が必要です。申込書をメール又は FAX でお願いします。

様式は以下にあります。

http://www2.memenet.or.jp/kinugawa/museum/hushigi.doc

『鉄のふしぎ博物館』開館

来て！見て！ふれて！　ふしぎ体感

鉄を見る目がかわりますよ。
ぜひお越しください。

元素記号　　Cu：銅　　Pb：鉛　

　　　　　　Fe：鉄　　Zn：亜鉛　　S ：硫黄
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～古銭の非破壊元素分析と分布状態分析～


